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１．電源のON/OFF
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１．電源のON/OFF

■ １－１ G970IIProの電源ON/OFF

A：LEDとボタン D：UHFアンテナコネクタ
B：バッテリボックスA E：７PIN(USB /シリアル)コネクタ
C：バッテリボックスB F：５PIN

▼ A：LEDとボタンの説明

電源のオン/オフ

●オン：電源ボタンを長押しするとブザー音と共に電源が入ります。

●オフ：電源ボタンを長押しすると受信機の電源を切るか確認音声が鳴ります。
再度電源ボタンを押すと電源が切れます。
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１．電源のON/OFF

■ １－２ P9IIIの電源ON/OFF

電源ボタン

電源のオン/オフ

●オン：本体の振働を感じたら手を離すまで電源ボタンを長押しします。
起動時間は約20秒。図1-2-１のロック画面が表示されたら上にスワイプして
トップ画面に入ります。

●オフ：電源キーを長押しすると図1-2-2 のウィンドウが立ち上がります。
「電源を切る」を押すと正常にシャットダウンできます。

▼図1-2-2 電源キー長
押しで起動するウィンドウ

▼図1-2-1 起動後のロック
画面で上にスワイプ
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２．e-Survey Lite 起動
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２．e-Survey Lite 起動

■ ２－１ e-Suevey liteの起動方法

１．トップ画面の アイコンをタップすることで、e-Survey Liteが起動します。

また、ハンディコントローラーの ボタンを押すことで起動することもできます。

▼図2-1-1 トップ画面のア
イコンをタップして起動

▼図2-1-2 コントローラーの
ショートカットボタンから起動
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３．デバイス接続
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３．デバイス接続

■ ３－１ G970IIProとのBluetooth接続

操作・設定を行いたい端末（G970IIPro）とハンディコントローラーをBluetoothで
接続します。

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“コミュニケーション”を押します。
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３．デバイス接続

■ ３－１ G970IIProとのBluetooth接続

3. 画面左下のPaired Devices リストから、接続したいデバ
イスのS/Nを選択して“接続” ボタンを押します。

リストに対象デバイスのS/Nが表示されていない場合は、
“検索”ボタンを押して下さい。

4. 画面左上の“←” を押して、コミュニケーションメニューを閉
じます。

※既にデバイスに接続中の場合は、“中止”を押すことで、
デバイスとのBluetooth接続を解除することができます。
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４．移動局設定
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４．移動局設定

■ ４－１ 移動局の設定（VRSを利用する場合）

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“移動局”を押します。

3. “新規”タブから“デバイスインターネット”を押して下さい。
（G970IIproにSIMカードを挿入してください)

※既に設定保存済のデータがある場合は、コンフィギュ
レーションタブから選択できます。

      ※P9IIIのデザリングを利用する場合は、Androidの
設定でWi-fiの設定を行い、“モバイルネットワーク”を
選択してください。
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４．移動局設定

■ ４－１ 移動局の設定（VRSを利用する場合）

4. ファイル名～データリンクの項目を設定します。

5. 画面を下にスクロールして、[接続オプション]の各項目を
設定します。

6. [CORS設定]の各項目を設定します。
[CORS設定]欄の右に表示されている ボタンを押し
て下さい。

※既に設定したことがある場合は、“名前”欄を押すことで
保存済みの設定リストから選択できます。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “移動局”を選択して下さい
仰角マスク ： “15度”（推奨）を選択して下さい
RAWデータを記録 ： スイッチOFF
aRTK有効 ： スイッチOFF
aRTK Age上限 ： ーーー
データリンク ： “デバイスインターネット”を選択して下さい

※P9IIIデザリングの場合はモバイルネットワー
クを選択。

接続モード ： “NTRIP“を選択して下さい
GGAアップロード間（秒） ： 補正情報配信事業者のサービスを利用

する場合は“１0“ (推奨)を選択して下
さい。

※基地局からネットワーク経由(Ntrip形
式)で補正情報を取得する場合は
“0“を選択して下さい。



14e-Survey Lite

４．移動局設定

■ ４－１ 移動局の設定（VRSを利用する場合）

7. CORSサーバーマネージャー画面の左下にある“追加”ボタ
ンを押して下さい。

8. 補正情報配信サービス事業者の接続設定を入力します。
入力が終わったら“OK”ボタンを押して下さい。
例）ジェノバ社の場合

9. 補正情報配信サービス事業者の接続設定が保存されま
した。
適用したい設定を選択すると行が黄色に表示されます。
選択した状態で“OK”ボタンを押して下さい

名前 ： 任意の設定名を入力して下さい
IP ： ntrip.jenoba.jp
ポート ： 2101
ユーザー ： ※契約時に事業者から指定されたユーザーID
パスワード ： ※契約時に事業者から指定されたパスワード
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４．移動局設定

■ ４－１ 移動局の設定（VRSを利用する場合）

10. マウントポイント設定を行います。
“マウントポイント取得”ボタンを押して下さい。
選択可能なマウントポイントのリストがダウンロードされます。
“マウントポイント”行を押すと、リストが表示されますので、
使用したいマウントポイント名を選択して下さい。
※マウントポイントが既知の場合は手入力することも可能。

11. “高度”ボタンを押して下さい。
高度ボタンの下に、ネットワーク接続に関する設定メニュー
が展開します。

12. 高度ボタンの下の、ネットワーク接続に関する項目を設定
します。

自動ネットワーク接続 ： スイッチON
ネットワークモード ： “GPRS”を選択してください。
ネットワークシステム ： “自動“を選択してください。
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４．移動局設定

■ ４－１ 移動局の設定（VRSを利用する場合）

13. 画面を下にスクロールして、[APN設定]の各項目を設定
します。
[APN設定]欄の右に表示されている ボタンを押して
下さい。

14. オペレーターマネージャー画面の左下にある“追加”ボタンを
押して下さい。

既に設定済みの場合は、リストから適用したい設定を選
択してOKを押してください下さい。

15. 使用しているSIMカードのアクセスポイント(APN)の設定を
行います。
設定内容は通信事業者に確認して下さい。

例）通信事業者が「iij」の場合

入力が完了したら“OK”ボタンを押して下さい。

オペレーター ： 任意の設定名を入力して下さい
名前 ： iijmobile.biz
ユーザー ： mobile@iij
パスワード ： iij
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４．移動局設定

■ ４－１ 移動局の設定（VRSを利用する場合）

16. アクセスポイント設定が保存されました。
適用したい設定を選択すると行が黄色に表示されます。
“OK”ボタンを押して下さい。

17. “保存＆適用”ボタンを押してください。
設定内容が接続中のデバイスに送信され、移動局として
動作を開始します。

※設定内容は3.の画面のコンフィギュレーションタブに保
存されます。
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４．移動局設定

■ ４－2 移動局の設定（ NtripA3を利用する場合）

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“移動局”を押します。

3. “新規”タブから“デバイスインターネット”を押して下さい。

※既に設定保存済のデータがある場合は、コンフィギュ
レーションタブから選択できます。
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４．移動局設定

■ ４－2 移動局の設定（ NtripA3を利用する場合）

4. ファイル名～データリンクの項目を設定します。

5. 画面を下にスクロールして、[接続オプション]の各項目を
設定します。

6. [CORS設定]の各項目を設定します。
[CORS設定]欄の右に表示されている ボタンを押し
て下さい。

※既に設定したことがある場合は、“名前”欄を押すことで
保存済みの設定リストから選択できます。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “移動局”を選択して下さい
仰角マスク ： “15度”（推奨）を選択して下さい
RAWデータを記録 ： スイッチOFF
aRTK有効 ： スイッチOFF
aRTK Age上限 ： ーーー
データリンク ： “デバイスインターネット”を選択して下さい

接続モード ： “NTRIP“を選択して下さい
GGAアップロード間（秒） ： 補正情報配信事業者のサービスを利用

する場合は“１0“ (推奨)を選択して下
さい。

※基地局からネットワーク経由(Ntrip形
式)で補正情報を取得する場合は
“0“を選択して下さい。
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４．移動局設定

■ ４－2 移動局の設定（NtripA3を利用する場合）

7. CORSサーバーマネージャー画面の左下にある“追加”ボタ
ンを押して下さい。

8. 補正情報配信サービス事業者の接続設定を入力します。
入力が終わったら“OK”ボタンを押して下さい。
例）NtripA3の場合設定例

9. 補正情報配信サービス事業者の接続設定が保存されま
した。
適用したい設定を選択すると行が黄色に表示されます。
選択した状態で“OK”ボタンを押して下さい

名前 ： 任意の設定名を入力して下さい
IP ： 35.73.124.183
ポート ： 2101
ユーザー ： 使用したい基地局端末のS/Nを入力
パスワード ： ntripa3を入力
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４．移動局設定

■ ４－2 移動局の設定（ NtripA3を利用する場合）

10. マウントポイント設定を行います。
“マウントポイント取得(デバイスインターネット)”ボタンを押
して下さい。
マウントポイントのリストがダウンロードされます。
“マウントポイント”行を押すと、リストが表示されますので、
使用したい基地局のS/Nを選択して下さい。

11. “高度”ボタンを押して下さい。
高度ボタンの下に、ネットワーク接続に関する設定メニュー
が展開します。

12. 高度ボタンの下の、ネットワーク接続に関する項目を設定
します。

自動ネットワーク接続 ： スイッチON
ネットワークモード ： “GPRS”を選択してください。
ネットワークシステム ： “自動“を選択してください。
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４．移動局設定

■ ４－2 移動局の設定（ NtripA3を利用する場合）

13. 画面を下にスクロールして、[APN設定]の各項目を設定
します。
[APN設定]欄の右に表示されている ボタンを押して
下さい。

14. オペレーターマネージャー画面の左下にある“追加”ボタンを
押して下さい。

既に設定済みの場合は、リストから適用したい設定を選
択してOKを押してください下さい。

15. 使用しているSIMカードのアクセスポイント(APN)の設定を
行います。
設定内容は通信事業者に確認して下さい。

例）通信事業者が「iij」の場合

入力が完了したら“OK”ボタンを押して下さい。

オペレーター ： 任意の設定名を入力して下さい
名前 ： iijmobile.biz
ユーザー ： mobile@iij
パスワード ： iij
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４．移動局設定

■ ４－2 移動局の設定（ NtripA3を利用する場合）

16. アクセスポイント設定が保存されました。
適用したい設定を選択すると行が黄色に表示されます。
“OK”ボタンを押して下さい。

17. “保存＆適用”ボタンを押してください。
設定内容が接続中のデバイスに送信され、移動局として
動作を開始します。

※設定内容は3.の画面のコンフィギュレーションタブに保
存されます。



24e-Survey Lite

４．移動局設定

■ ４－３ 移動局の設定（内臓無線を利用する場合）

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“移動局”を押します。

3. “新規”タブから“内臓無線”を押して下さい。

※既に設定保存済のデータがある場合は、コンフィギュ
レーションタブから選択できます。
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４．移動局設定

■ ４－３ 移動局の設定（内臓無線を利用する場合）

4. ファイル名～データリンクの項目の設定

5. “保存＆適用”ボタンを押して下さい。
設定内容が接続中のデバイスに送信され、移動局として
動作を開始します。

※設定内容は3.の画面のコンフィギュレーションタブに保
存されます。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “移動局”を選択して下さい
仰角マスク ： “15度”（推奨）を選択して下さい
RAWデータを記録 ： スイッチOFF
aRTK有効 ： スイッチOFF
aRTK Age上限 ： ーーー
データリンク ： “内臓無線”を選択して下さい
チェンネル ： 基地局側で送信に使用しているチェンネルと

同じチャンネルを選択して下さい。

接続速度 ： 4800bpsか9600bpsから選択します。
基地局側の設定と同じ速度を選択する必要
があります。

フロー制御 ： OFFを選択
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４．移動局設定

■ ４－４ 移動局の設定（外部無線を利用する場合）

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“移動局”を押します。

3. “新規”タブから“外部無線”を押して下さい。

※既に設定保存済のデータがある場合は、コンフィギュ
レーションタブから選択できます。
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４．移動局設定

■ ４－４ 移動局の設定（外部無線を利用する場合）

4. ファイル名～データリンクの項目の設定

5. “保存＆適用”ボタンを押して下さい。
設定内容が接続中のデバイスに送信され、移動局として
動作を開始します。

※設定内容は3.の画面のコンフィギュレーションタブに保
存されます。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “移動局”を選択して下さい
仰角マスク ： “15度”（推奨）を選択して下さい
RAWデータを記録 ： スイッチOFF
aRTK有効 ： スイッチOFF
aRTK Age上限 ： ーーー
データリンク ： “外部無線”を選択して下さい
ボーレート ： “38400”を選択して下さい。
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５．ローカライゼーション
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５．ローカライゼーション

■ ５－１ プロジェクトの作成

1. 画面下のメニュータブから、“プロジェクト”タブを押します。

2. プロジェクトメニューの、“プロジェクトマネージャー”を押しま
す。

3. “新規”ボタンを押して下さい。
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５．ローカライゼーション

■ ５－１ プロジェクトの作成

4. プロジェクト名欄を押して、任意のプロジェクト名を入力し
て下さい。

5. 座標系パラメータータイプ行は“ローカルパラメーター”を選
択して下さい。

6. 選択したら、画面下の“OK”ボタンを押して下さい。

プロジェクトの新規作成は完了です。
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５．ローカライゼーション

■ ５－２ ローカライゼーション

1. 画面下のメニュータブから、“プロジェクト”タブを押します。

2. プロジェクトタブの“ローカライズ”を押します。

3. “追加”ボタンを押して下さい。
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５．ローカライゼーション

■ ５－２ ローカライゼーション

4. [既知座標]の各項目を入力します。
任意のポイント名と、平面直角座標(N,E,標高)〔m〕を
入力して下さい。

※[基地座標]行右の ボタンを押すことで、 “ポイン
トライブラリ” を起動することができます。ライブラリに事前
に登録しておいたリストからポイントを選択して、座標値を
呼び出すことが可能です。（⇒P30~参照）

5. 移動局を既知点にセットして、[測地座標]行右の
ボタンを押します。

6. アンテナパラメーター欄を押して、移動局のレンジポール高
さを入力して下さい。

※左画面が起動すると自動的にGNSS測定が開
始されますが、構わず6.アンテナパラメーターの設定、
7.平均GPSカウントの設定変更を行ってください。
設定の変更を行い“OK”を押して変更を確定す

ると、自動的に再測定が開始されます。
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５．ローカライゼーション

■ ５－２ ローカライゼーション

7. “設定”を押して測定条件設定画面を起動します。
“平均GPSカウント”行を押し、10以上を選択して下さい。

“OK”を押して下さい。

8. [進捗]行右に計測の進捗が表示されます。７で指定した
回数の計測を終えると[収集済み]と表示され、GNSS計
測が完了します。
“OK”を押して下さい。

9. [オプション]の“水平制御を使用”“高さ制御を使用”のス
イッチを“ON”にして下さい。
“OK”ボタンを押して下さい。

※平均GPSカウントとは、GNSS測位時に何回計
測を行うかを表しています。
10を選択した場合、測定結果は10回計測した値
の平均値になります。
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５．ローカライゼーション

■ ５－２ ローカライゼーション

10. ローカライゼーションの1点目の入力及び計測が完了し、
ローカライゼーションポイントが追加されました。
3.~10.を必要な点数分繰り返します。

※ローカライゼーションは現場を囲うように4点以上計測す
る必要があります。

11. 必要な点数の測定が終わったら“計測”を押して下さい。

12. ローカライゼーションパラメーターの計算結果が表示されま
す。画面をスクロールして全てのデータを閲覧し、異常値が
無いか確認して下さい。異常値は赤色で表示されます。

問題無い場合は“適用”を押して下さい。
適用を押すと、選択中プロジェクトの変換パラメーターとし
て、計測したローカライゼーションパラメータが適用されます。
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５．ローカライゼーション

■ ５－２ ローカライゼーション

13. 再度“ローカライズ”に入り、リスト画面を右にスクロールして
下さい。

“計算”後は[水平精度][垂直精度]欄に数値〔m〕が表
示されるようになります。
精度の数値はローカライズエリア内での測量精度に影響し
ます。値が大きい場合は入力した平面直角座標の見直
し、若しくはGNSS測定のやり直しを行って、再度“計算”
をして下さい。

※水平精度、垂直精度の目標値は、測量の目的によっ
て判断する必要があります。一般的な土木工事の場合、
全ての値が0.020m以下であれば十分と考えられます。
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５．ローカライゼーション

■ ５－３ 既知点座標を事前に読込みする方法

1. 画面下のメニュータブから、“プロジェクト”タブを押します。

2. プロジェクトメニューの“座標ポイントデータベース”を押しま
す。

ポイントライブラリに既知点の座標データ(N,E,Z)を読み込んでおき、ローカライゼー
ション作業時に平面直角座標をリストから選択することが出来ます。
座標データの読み込みはexcelでも利用可能なCSV形式を使うことが出来ます。
CSV形式ファイルは、USBケーブルで接続されたPCや、USBメモリ(Cタイプ)内の

ファイルをP9IIIのストレージにコピーしておき、座標ポイントライブラリでファイルを読み
込みます。（コピーの仕方はP36~を参照して下さい。）
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５．ローカライゼーション

■ ５－３ 既知点座標を事前に読込みする方法

3. 画面下のメニュータブから、“インポート”を押します。

4. プロジェクトメニューの“フォーマット管理”を押します。

※設定済みのフォーマットがある場合は、ファイルフォーマッ
トで任意の設定名を選択してOKを押してください。

5. 画面下のメニュータブから“新規”を押します。
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５．ローカライゼーション

■ ５－３ 既知点座標を事前に読込みする方法

6. カスタムフォーマット内容欄に、CSVフォーマット上でのデー
タ種類を並び順で追加していきます。
左のリストから、“ポイント名”を選択して、“追加”ボタンを
押して下さい。カスタムフォーマット内容欄に、“ポイント名”
が追加されます。
続けて、左リストの“北距”、“東距”、“標高”を追加して下
さい。

7. フォーマット名は任意の設定名を入力して下さい。
フィールド区切り文字は“,”(カンマ)を選択して下さい。
拡張名は“csv”を選択して下さい。

8. 画面下のメニュータブから“OK”ボタンを押します。
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５．ローカライゼーション

■ ５－３ 既知点座標を事前に読込みする方法

9. 画面左上の“← ”ボタンを押して下さい。
4.の読込ファイル画面に戻ります。

10. ファイルフォーマット行を押すと、登録済のファイルフォーマッ
トリストが展開します。
6.7.で登録したフォーマット名を選択して下さい。

11. 角度フォーマットを選択して下さい。
角度フォーマットとは、緯度経度の表記方法です。

例）139°36”07.78”のとき
dd.mmssss ⇒139.360778
dd°mm’ss.ssss“ ⇒1393607.78
dd(Decimal) ⇒139.6021611(十進表記)
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５．ローカライゼーション

■ ５－３ 既知点座標を事前に読込みする方法

12. 画面右下の“OK”ボタンを押して下さい。

13. 読み込みたいファイルの格納先に移動して、ファイルを選
択して下さい。ファイルを選択したら“OK”を押します。

14. 選択したファイルの情報がプレビュー表示されます。
問題がなければ“OK”ボタンを押して下さい。
              ポイントデータベースにポイントが追加されます。
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５．ローカライゼーション

■ ５－４ ローカライゼーションデータのエクスポート

1. 画面右下の“ ”ボタンを押して下さい。

2. “オプション”ウィンドウで“エクスポート”を選択して下さい。

3. ファイルエクスポート画面が起動します。
既に“ファイルフォーマット”を登録済であれば、登録済の
ローカライゼーションデータ出力用のフォーマットを選択しま
す（8.に進む）。
未登録の場合は“フォーマット管理”を選択して下さい。
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５．ローカライゼーション

■ ５－４ ローカライゼーションデータのエクスポート

4. ユーザー定義フォーマット画面には、既に登録済のデータ
がある場合一覧に表示されます。
新規登録するには画面左下の“新規”ボタンを押します。

5. “カスタムフォーマット内容”欄に、出力するデータの並びを
登録します。
画面右側のリストから、[名前]を選択（黄色にハイライト
します）して、“追加”ボタンを押します。

引き続き、[既知のN] [既知のE] [既知のH][WGS84
緯度] [WGS84経度] [WGS84高さ]の順で“追加”し
て下さい。

6. “フォーマット名”欄には任意の名称を入力して下さい。
“フィールド区切り文字”欄は“,”（カンマ。デフォルト）、
“拡張名”欄は“CSV”を選択して下さい。
※各欄右側の マークをタップすると選択リストが

展開します。
入力が完了したら“OK”ボタンを押します。
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５．ローカライゼーション

■ ５－４ ローカライゼーションデータのエクスポート

7. ユーザー定義フォーマット画面に、新たに登録したフォーマッ
トが表示されます。
画面左上の“ ← ”ボタンを押して下さい。

8. “ファイルフォーマット”欄を押して下さい。
展開したドロップダウンリストから、既設定済みのフォーマッ
ト名を選択して下さい。

9. “角度フォーマット”を選択します。
※互換性の高い dd.mmssss 推奨
“距離の単位”欄が”メートル”になっていることを確認して
下さい。

全てのセットが完了したら“OK”ボタンを押して下さい。

※任意の名称で登録したものを選択
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５．ローカライゼーション

■ ５－４ ローカライゼーションデータのエクスポート

10. ファイル名とファイルの出力先を指定します。

画面下方のファイル名欄をタップすることで、出力するファイ
ル名を指定できます（半角英数で出力して下さい）。

USBメモリを接続している場合は、左画像の画面に
“USBカードのルートディレクトリに移動”が追加で表示され
ています。USBメモリ内の保存先を指定して“エクスポート”
を押して下さい。

PCでデータを抜き取る場合は、“内臓ストレージのルートに
移動”を選択し、ストレージ内の任意のフォルダ
（downlordフォルダなど）を選択して、“エクスポート”を
押して下さい。

11. 左画像のようにファイルを出力完了した旨の通知ウィンドウ
が表示されます。“閉じる”ボタンを押して下さい。

指定したストレージへの出力は完了です。
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５．ローカライゼーション

■ ５－４ ローカライゼーションデータのエクスポート

12. P9IIIとPCをUSBケーブルで接続して下さい。

※P9III側はUSB-Cタイプになります。PC側は利用する
PCのUSBポートの形状を確認して下さい。

13. “設定”アイコンをタップして下さい。

14. “接続済のデバイス”をタップして下さい。
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５．ローカライゼーション

■ ５－４ ローカライゼーションデータのエクスポート

15. PCにUSB接続が正しく認識されている場合、接続済のデ
バイス画面にUSBの表示が現れます。
“USB” をタップして下さい。

16. USB接続後はデフォルトで“データ転送なし”の状態が選
択されます。
“ファイル転送”を選択することで、PCからP9IIIストレージ
へのファイル操作が可能になります。

17. PCのエクスプローラーなどから、P9IIIにアクセスし
ます。
10.で指定した内臓ストレージにアクセスして、指
定した名前のローカライゼーションデータ(.csv)を
PCにコピーしてください。
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６．基地局設定
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６．基地局設定

■ ６－１ 基地局の設定（RTK_内臓無線）

3.項を参照し、事前に操作・設定を行いたい端末（G970IIPro）とハンディコント
ローラーをBluetoothで接続してください。

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“基地局”を押します。
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６．基地局設定

■ ６－１ 基地局の設定（RTK_内臓無線）

3. “新規”タブを選択して、“外部無線”欄を押します。

※設定済の情報がある場合は、“コンフィグレーション”タブ
より設定済みの設定名を選択し適用することで起動する
ことができます。

4. 〔設定リストに保存〕画面の上から必要項目を入力してい
きます。

5. 起動モード欄を押して、起動モード選択ウィンドウから、
“基地局座標入力”を選択してください。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “基地局”を選択して下さい
基地局ID ： 空欄のままでOK
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６．基地局設定

■ ６－１ 基地局の設定（RTK_内臓無線）

6. 基地局座標設定画面が起動します。
“座標系タイプ”欄を押して下さい。選択ボックスが起動し
ます。“地理座標”を選択して下さい。

7. 基地局設置点の座標を設定します。

既に基地局設置点の（緯度、経度、楕円体高）が分
かっている場合は、各欄に座標を入力して下さい。

設置位置をGMSS測位した座標を利用する場合は、画
面右上の赤枠 “ピン”のボタンをタップすることで測定画面
に移行します。
測定する前に、アンテナパラメーターの設定を行って下さい。

アンテナ測
定高(m)

： 基準点からG970IIpro
の底面までの高さをコン
ベックス等で測定して入
力してください。

アンテナ測
定タイプ

： “ポール高”を選択してく
ださい。
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６．基地局設定

■ ６－１ 基地局の設定（RTK_内臓無線）

8. 単独測位で観測した座標を利用する場合は、赤枠で示
したの“ピン”のボタンをタップして下さい。測定画面が起動
し、設置点座標の計測画面に移ります。

9.

指定回数の測定が完了したら“OK”ボタンを押します。

※OKボタンの左の“保存”ボタンを押すことで、座標ポイン
トデータベースに測定値をバックアップすることが出来ます。
万が一のために保存しておくことをお勧めします。

“進捗”欄にGNSS測定回数の表示がさ
れています(カウント/設定回数)。
測定回数を変更する場合は、画面左下
の設定から保存済条件画面に入り、平均
GPSカウント数の数字を変更してOKを押
して下さい(30カウント以上推奨）。
設定を変更すると自動的にカウント０に
戻り測定が再開されます。

▲ GNSS測定画面 ▲ 測定回数を設定

point
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６．基地局設定

■ ６－１ 基地局の設定（RTK_内臓無線）

9. 〔設定リスに保存〕画面に戻り設定を続けます。

設定が完了したら、“保存＆適用”ボタンを押します。設定内
容が接続中のデバイスに送信され、基地局として動作を開始
します。

ディファレンシャルモード ： “RTCM3.2” (推奨)を選択して下さい
仰角マスク ： “15”(推奨)を選択して下さい
PDOP上限 ： “3.5”（推奨）を選択して下さい
遅延起動(秒) ： “60”（推奨）を選択して下さい
基地局起動 ： スイッチ“ON”
RAWデータを記録 ： スイッチ“OFF”
データリンク ： “内臓無線”を選択して下さい。
チャンネル ： 任意のチャンネル番号を選択してください。
接続速度 ： “4800bps”か“9600bps”のどちらかを選

択して下さい。
※移動局側のデジタル簡易無線機は同
じ接続速度を選択する必要があります。

出力 ： “中”(推奨)を選択してください。
フロー制御 ： “ON”を選択してください。
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６．基地局設定

■ ６－２ 基地局の設定（RTK_外部無線）

3.項を参照し、事前に操作・設定を行いたい端末（G970IIPro）とハンディコント
ローラーをBluetoothで接続してください。

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“基地局”を押します。
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６．基地局設定

■ ６－２ 基地局の設定（RTK_外部無線）

3. “新規”タブを選択して、“外部無線”欄を押します。

※設定済の情報がある場合は、“コンフィグレーション”タブ
より設定済みの設定名を選択し適用することで起動する
ことができます。

4. 〔設定リストに保存〕画面の上から必要項目を入力してい
きます。

5. 起動モード欄を押して、起動モード選択ウィンドウから、
“基地局座標入力”を選択してください。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “基地局”を選択して下さい
基地局ID ： 空欄のままでOK
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６．基地局設定

■ ６－２ 基地局の設定（RTK_外部無線）

6. 基地局座標設定画面が起動します。
“座標系タイプ”欄を押して下さい。選択ボックスが起動し
ます。“地理座標”を選択して下さい。

7. 基地局設置点の座標を設定します。

既に基地局設置点の（緯度、経度、楕円体高）が分
かっている場合は、各欄に座標を入力して下さい。

設置位置をGMSS測位した座標を利用する場合は、画
面右上の赤枠 “ピン”のボタンをタップすることで測定画面
に移行します。
測定する前に、アンテナパラメーターの設定を行って下さい。

アンテナ測
定高(m)

： 基準点からG970IIpro
の底面までの高さをコン
ベックス等で測定して入
力してください。

アンテナ測
定タイプ

： “ポール高”を選択してく
ださい。
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６．基地局設定

■ ６－２ 基地局の設定（RTK_外部無線）

8. 単独測位で観測した座標を利用する場合は、赤枠で示
したの“ピン”のボタンをタップして下さい。測定画面が起動
し、設置点座標の計測画面に移ります。

9.

指定回数の測定が完了したら“OK”ボタンを押します。

※OKボタンの左の“保存”ボタンを押すことで、座標ポイン
トデータベースに測定値をバックアップすることが出来ます。
万が一のために保存しておくことをお勧めします。

“進捗”欄にGNSS測定回数の表示がさ
れています(カウント/設定回数)。
測定回数を変更する場合は、画面左下
の設定から保存済条件画面に入り、平均
GPSカウント数の数字を変更してOKを押
して下さい(30カウント以上推奨）。
設定を変更すると自動的にカウント０に
戻り測定が再開されます。

▲ GNSS測定画面 ▲ 測定回数を設定

point
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６．基地局設定

■ ６－２ 基地局の設定（RTK_外部無線）

9. 〔設定リスに保存〕画面に戻ります。
引き続き、ディファレンシャルモード行以下の項目を設定し
ます。

設定が完了したら、“保存＆適用”ボタンを押します。設
定内容が接続中のデバイスに送信され、基地局として動
作を開始します。

ディファレンシャルモード ： “RTCM3.2” (推奨)を選択して下さい
仰角マスク ： “15”(推奨)を選択して下さい
PDOP上限 ： “3.5”（推奨）を選択して下さい
遅延起動(秒) ： “60”（推奨）を選択して下さい
基地局起動 ： スイッチ“ON”
RAWデータを記録 ： スイッチ“OFF”
L-band ： スイッチ“OFF”
データリンク ： “外部無線”を選択して下さい。
ボーレート ： “38400”を選択して下さい。
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６．基地局設定

■ ６－3 基地局の設定（Ntrip A3）

3.項を参照し、事前に操作・設定を行いたい端末（G970IIPro）とハンディコント
ローラーをBluetoothで接続してください。

1. 画面下のメニュータブから、“デバイス”タブを押します。

2. デバイスメニューの、“基地局”を押します。
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６．基地局設定

■ ６－3 基地局の設定（Ntrip A3）

3. “新規”タブを選択して、“デバイスインターネット”欄を押し
ます。

4. 〔設定リストに保存〕画面の上から必要項目を入力して下
さい。

5. 起動モード欄を押して、起動モード選択ウィンドウから、
“基地局座標入力”を選択してください。

ファイル名 ： 任意の設定名を入力して下さい
動作モード ： “基地局”を選択して下さい
基地局ID ： 空欄のままでOK
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６．基地局設定

■ ６－3 基地局の設定（Ntrip A3）

6. 基地局座標設定画面が起動します。
“座標系タイプ”欄を押して下さい。選択ボックスが起動し
ます。“地理座標”を選択して下さい。

7. 基地局設置点の座標を設定します。

既に基地局設置点の（緯度、経度、楕円体高）が分
かっている場合は、各欄に座標を入力して下さい。

設置位置をGMSS測位した座標を利用する場合は、画
面右上の赤枠 “ピン”のボタンをタップすることで測定画面
に移行します。
測定する前に、アンテナパラメーターの設定を行って下さい。

アンテナ測
定高(m)

： 基準点からG970IIpro
の底面までの高さをコン
ベックス等で測定して入
力してください。

アンテナ測
定タイプ

： “ポール高”を選択してく
ださい。
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６．基地局設定

■ ６－3 基地局の設定（Ntrip A3）

8. 単独測位で観測した座標を利用する場合は、赤枠で示
したの“ピン”のボタンをタップして下さい。測定画面が起動
し、設置点座標の計測画面に移ります。

9.

指定回数の測定が完了したら“OK”ボタンを押します。

※OKボタンの左の“保存”ボタンを押すことで、座標ポイン
トデータベースに測定値をバックアップすることが出来ます。
万が一のために保存しておくことをお勧めします。

“進捗”欄にGNSS測定回数の表示がさ
れています(カウント/設定回数)。
測定回数を変更する場合は、画面左下
の設定から保存済条件画面に入り、平均
GPSカウント数の数字を変更してOKを押
して下さい(30カウント以上推奨）。
設定を変更すると自動的にカウント０に
戻り測定が再開されます。

▲ GNSS測定画面 ▲ 測定回数を設定

point
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６．基地局設定

■ ６－3 基地局の設定（Ntrip A3）

9. 〔設定リストに保存〕画面に戻ります。引き続き必要項目
を設定していきます。

10. ［CORS設定］バーの右にある、“・・・”ボタンをタップしま
す。

ディファレンシャルモード ： “RTCM3.2” (推奨)を選択して下さい
仰角マスク ： “15”(推奨)を選択して下さい
PDOP上限 ： “3.5”（推奨）を選択して下さい
遅延起動(秒) ： “60”（推奨）を選択して下さい
基地局起動 ： スイッチ“ON”
RAWデータを記録 ： スイッチ“OFF”
データリンク ： “デバイスインターネット”を選択して下さい。
接続モード ： “NTRIP”を選択してください。
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６．基地局設定

■ ６－3 基地局の設定（Ntrip A3）

11. CORSサーバーマネージャー画面左下の“追加”ボタンを
タップします。

12. NtripA3のサーバー設定を入力します。

設定が済んだら“OK”ボタンを押します。

13. “基地局マウントポイント” には、補正情報を発信する基
地局のシリアルナンバーを手入力します。

※既に登録済の設定がある場合は、リストから選択してOKを押すことで設
定することが出来ます。

［名前］任意の設定名を入力して下さい。
［IP］35.73.124.183
［ポート］2101

シリアルナンバーは端末背面にステッカーで貼ってあります。
末尾の“Pro”以外の全桁を入力します
下の例だと“G970P312220005”を入力します。
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６．基地局設定

■ ６－３ 基地局の設定（Ntrip A3）
14. “パスワード”を入力します。

パスワードは「 ntripa3 」です。

15. ［高度］バーを押します。バーの下にネットワーク接続関
連の設定欄が展開します。

16. 高度以下の設定欄に、以下の通り設定します。

自動ネットワーク接続 ： スイッチを“ON”
ネットワークモード ： “GPRS” を選択して下さい
ネットワークシステム ： “自動” を選択して下さい
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６．基地局設定

■ ６－３ 基地局の設定（Ntrip A3）
17. APN欄の右端にある“・・・”ボタンを押します。

18. オペレーターマネージャーが起動します。
“追加”ボタンを押します。

19. 通信キャリアの設定を行います。

入力が完了したら“OK”ボタンを押してください。

※オペレーターマネージャーでは通信キャリアの設定（SIMカードの設定）
を保存することが出来ます。既に登録済の通信キャリア設定がある場合は、
リストから選択してOKを押すことで設定することが出来ます。

NtripA3サービスでは、通信キャリアはIIJ (Internet Initiative 
Japan Inc.)をご利用頂いています。オペレーターの設定には以下
を入力して下さい。

［オペレーター］iij ※任意の設定名を入力
［名前］iijmobile.biz
［ユーザー］mobile@iij
［パスワード］iij
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６．基地局設定

■ ６－３ 基地局の設定（Ntrip A3）
20. オペレーターマネージャーで、設定済みのオペレーター名を

指定して“OK”ボタンを押します。

21. すべての設定が終わったら“保存適用”ボタンを押します。
設定内容が基地局端末に送信され、基地局の動作が開
始されます。



67

7．ポイント測量



68e-Survey Lite

７．ポイント測量

ポイント測量を行うためには、事前に“プロジェクト”の作成と、“座標系”の選択
を行う必要があります。
“座標系”の選択とは以下の何れかの設定を指します。

① 事前に５章のローカライゼーションを実施し適用済みである場合
② 国土地理院が定める地域に応じた座標系（例：第９系、第10系など）を選

択して利用する場合

①の場合は■に進んで下さい。
②を選択する場合は■より設定方法を説明します。
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７．ポイント測量
■ ７－１ プロジェクトの作成

※5章のローカライゼーションを実施済みの場合は、プロジェクトを作成済です。 7-3項に進んで下さい。

1. 画面下のメニュータブから、“プロジェクト”タブを押します。

2. プロジェクトメニューの、“プロジェクトマネージャー”を押しま
す。

3. “新規”ボタンを押して下さい。
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７．ポイント測量
■ ７－１ プロジェクトの作成

4. プロジェクト名欄を押して、任意のプロジェクト名を入力し
て下さい。

5. 座標系パラメータータイプ行は“ローカルパラメーター”を選
択して下さい。

6. 選択したら、画面下の“OK”ボタンを押して下さい。

プロジェクトの新規作成は完了です。



71e-Survey Lite

７．ポイント測量
■ ７－２ 座標系(例:9系,10系など)の選択

1. プロジェクトタブの“座標系”メニューを選択して下さい。

2. 座標系パラメータータイプ画面下部にある“既存を使用”
ボタンを選択して下さい。

3. 選択ボックスの中から、”定義済み投影”を選択して下さい。

※5章のローカライゼーションを実施済みの場合は、座標系の選択は不要です。7-3項に進んで下さい。
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７．ポイント測量
■ ７－２ 座標系(例:9系,10系など)の選択

4. 定義済み投影画面上部の“国”選択ボックスを押して下さ
い。

5. 選択ボックスの中から“JAPAN” を選択して下さい。

6. 使用する地域の座標系をリストから選択して下さい。
選択すると選択行が黄色にハイライトされます。
選択が完了したら“OK”ボタンを押します。
※特段の指定が無い限り、JGD2000から始まる座標系

を選択してください。
※選択する座標系が分からない場合は、国土地地理院

Webサイト『分かりやすい平面直角座標系』を参考に
して下さい。

(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html
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７．ポイント測量
■ ７－２ 座標系(例:9系,10系など)の選択

7. 座標系パラメーター画面に戻ります。
“座標系”欄に選択した座標系名が表示されているのを
確認してください。

8. 画面の下の方にスクロールして“ジオイドファイル”を選択し
て下さい。

9. “使用する”欄をタップしてチェックを“ON”にして下さい。
ONにすると、左画像のように“モード”行と“パス”行が表示
されるようになります。
“パス”行を押してください。
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７．ポイント測量
■ ７－２ 座標系(例:9系,10系など)の選択

10. ジオイドファイルのリストが表示されます。
使用するジオイドファイルを選択して下さい。
※特別な指定が無い限り、最新のJPGE2024….ascファ

イルを選択して下さい。
※geogeo2011….UGFは2025年4月以前のファイルに

なります。現場の測量成果が2024年4月以前の場合や、
他の移動局で2011年版ジオイドを使用する場合にはこ
ちらを選択してください。

※最新のJPGE2024….ascファイルが表示されない場合
はhemitechのHPより最新版e-Survey liteインストー
ラーをダウンロードし手順書に従いアップデートして下さい。

   (https://www.hemitech.co.jp/news/news-008)

11. “パス”欄に選択したファイル名が表示されているのを確認し
てください。
“OK”ボタンを押します。

12. 座標系パラメータ画面に戻ります。
“OK”ボタンを押して下さい。

座標系の設定は完了となります。

https://www.hemitech.co.jp/news/news-008
https://www.hemitech.co.jp/news/news-008
https://www.hemitech.co.jp/news/news-008
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７．ポイント測量
■ ７－３ ポイント測量

1. 画面下のメニュータブから、“プロジェクト”タブを選択して下
さい。
プロジェクトメニューの“ポイント測量”を押します。

2. ポイント測量画面左上の ボタンを押して下さい。

3. アンテナ測定タイプ欄は“ポール高”を選択して下さい。
アンテナ測定高(m)欄に、ローバーポールの長さを入力し
て下さい。

入力が終わったら“OK”ボタンを押します。
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７．ポイント測量
■ ７－３ ポイント測量

4. ポイント測量画面右下の ボタンを押して下さい。

5. 情報表示画面が表示されます。
“TOPOポイント”タブを一番下までスクロールして “平均
GPSカウント”を押して下さい。
GNSS測位回数を選択します。
（10~30カウント推奨）

設定が終わったら“OK”ボタンを押して下さい。

6. GNSSステータスが“FIXED”になっているのを確認してくだ
さい。

FIXEDにならない場合、移動局設定を見直して下さい。
DGPS-FIXの場合は補正情報が正しく取得できていませ
ん。
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７．ポイント測量
■ ７－３ ポイント測量

7. 傾斜計測機能を利用する場合は、 ボタンを押して下
さい。傾斜計測機能が有効になっている場合は、当該ボ
タンが緑色 に変化します。

※傾斜計測機能を有効にしている間に、磁気キャリブレー
ションを促すポップアップウインドウが表示される場合があり
ます。ローバーポールの石突を地面に固定し、ポールを素
早く揺するように動かすことで磁気キャリブレーションが完了
します。

※観測ボタンに“Frint MagEnvChange”や“精度不
良”等のメッセージが表示され、ボタンが赤色(通常は緑
色)で表示される場合があります。傾斜観測精度を初期
化が必要ですので、この場合もポールを素早く揺するよう
に動かすことで解除することができます。

8. ボタンをタップすると座標測定を開始します。
測定画面（Topoポイント画面） の“名前”欄を打ち換
えることで任意の観測点名としてデータ保存が出来ます。
5.で指定したカウント数測定が終わると、画面右下の“中
止”ボタンが“OK”ボタンに変化します。OKボタンを押すと
測定データは座標ポイントリストに記録されます。
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７．ポイント測量
■ ７－３ ポイント測量

9. 先述の通り、測定した座標データは座標ポイントデータ
ベースに記録されます。
座標ポイントデータベースへのアクセスは、プロジェクトメ
ニュー画面の“座標ポイントデータベース”メニューをタップす
るか、ポイント測量画面にあるショートカットボタン から
アクセスが可能です。



Thank You

≪ お問い合わせ ≫

メールでのお問い合わせ
 info@hemitech.co.jp

Webお問い合わせフォーム
 https://www.hemitech.co.jp/contact

2026.4.28
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